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全子みすずの者を読む会

幹事 苛 口 太 ニ

国大容「マ究編晨」についてイベント開催のご寮内 ′

拝啓 時下ますますご清者のこととお善びヤしあげます。

さて、このたび当会では、これまでの勉強会の成果を回大容「マ究編晨」(流

通の主、大化 。生活の主)及示コーナーで発表 します。
つきましては、初口①オープニングセレモニーで、当会会員高部かよ子さん

谷内工幸さん所属「ひびきの会」による「会子みすずの詩」競抗会があります。

②「北ヶ坂往差をナ く」では、会員の二浦巡一さんが寮内役をつとめます。
地域のと芸と夫化・歴史をとらえなおす機会になると思います。どうぞ会場ま

でお出かけください。

また、特Jll晨 では、シ会寄郊としてご教示いただいています③二十嵐哲也氏

④LL口恭子氏の爺漬会が、万J添 略 潰会のご寮内」のとおり催されます。なに

とぞ、ご出席 くださいますようお願いやしあ↓ザます。

なお、当日会場にて、各渡会資料の・mb子『 マ究編と大学故ナ』を配布いたし

ます。                            披具

屯

篠

口 時

① 9月 22回 (回 )10:00～

② 10月 6日 (日 )8:30～

③ 10月 5日 (上)14:00～

④ 10月 12日 (上)14:00～

ウル戸オ    いずれも

《添付資料》
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以上

「オープニングセ レモニー」

編の主 「itヶ 坂往垂Jを ナ く

「ヤマナシ載物産地と『 マ尭編』」
「都内縞と大学」

「ミュージアム都留」

1.マ究編及ミュージアム都留特Ell泉 《寄渡会のご寮内》



「甲斐絹」は都留市を中心に江戸時代から明治・大正を
旨稿    :子テ縁務ど掻督轡終F善塞畳垢尋警峯覇地に使用されていました。その歴史を見ると「甲斐絹」,

などの織物と一緒に海外から輸入した「海気」という繊物の流れを汲んでいます。「織色部内」とは江戸時代、部内

地域で織られ、とくに甲州郡内谷村辺りから出るものが上品といわれ、江戸の町では「部偽絡」と呼なれるなど、

織物産地の中心的存在であった京都にもまして、江戸庶民の好みに合い、広く人気のあった着物の一種です。

また、「海気」という織物は「しま=縞」という種類のもので、オランダやベンガル地方 (イ
ンンド方面)から伝来

「甲斐絹」という表記は、明治時代の山梨県初代県令 (当時の知事)の藤村紫朗が郡内地方の特産品にするため、

山梨の「甲斐」にちなんで「甲斐絹」としたのがはじまりとされます。明治 6(1873)年には、オーストリアの首都

ウィーンで開かれた万国博覧会へ「甲斐絹」を出品し、進歩賞に入賞するなど世界的にも評価され、「甲斐絹」は近

文学を代表する作品に登場するなど、国内の文学作品にも影響を与えてきました。

本特別展ではこうした「甲斐絹」について江戸期の「部内紹」(第 1音)、 明治～昭和期の「甲斐絹」(第 2章)、

昭和期以降の「甲州織」(第 3章)の項目に分け、それぞれを「歴史の道」、「流通の道」、「文化・生活の道」という

3つのテーマに絡めてご紹介します。甲斐絹と歩んだ都留の歴史と文化を、どうぞお楽しみください。

〔ウィーン万国博覧会メダル〕

(明治 6(1875)年)

〔夏目漱石『農美人事』初版本〕(明治 41(1908)年 )

0オープエングセレモニー
9月 22日 (日)10:00(堀所 :エントランスホール く入場無料・中込不要〉)

◆「『ボランテイアサークルひびきの会』朗腕会」(金子みす 『ゞ二つの小箱』等)10側～

◆「舟音の会 (都留の機約り唄等)、 新町お曜子演表会」11:00～

0謡 演 会  (場所 :ミ ュージアム都口研修室 く入蹴 碍 ・申込不要〉)

「海責の前田出 9月 28日 t■j14H岡～

語師 小笠原小校先生 (日 本女子大学名誉教授・東京国立博物館害員研究員)

「ヤマナシ穐胸産地と『甲襲欄』」10月 5日 (土)14価～

鶴師 五十嵐哲也氏 (山梨県宮士工業技術センター溜権部主任研究員)

「椰内相と文学」10月 12日 (土)14m～
講師 山口泰子先生 (都留文科大学非常勤納師)

0縮の道「近ヶ坂往選」を歩く
10月 6日 (日)830ミ ュージアム椰留集合、15m解散 (雨天の場合は中止)

韓師 堀内亨先生 (山梨県立ひばりが丘高等学校教輸 )

◆対象 :体力に自信のある方◆定員 :40名、要申込 (申込先は下配まで)

◆持ち物 :飲み物、お弁当、雨具、タオル ◆参加料 :100円
田道

'39号
線に出て約 10分
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舟予『甲斐績 と文学技歩』
. ■1=lj金予みす のゞ詩を読む会,1編十:■tl

会場 都留市博物館「ミュージアム都留研修室」

《講演会のご案内》

■
―
Fヤヤナシ!  地と『申:塞絹』」

目時  10月 5日 (土)14:00～
講師 五十嵐哲也 氏

(山梨県富士工業技術センター繊維部主任研究員)

いま郡_内で織られ‐ るヽ多様なテキスタイルのルーツをさか――

のぼると、甲斐絹に行きつきます。甲斐絹そのものは失われて
しまいましたが、今もなお郡内を日本有数の高級織物産地とし
て知らしめる優れた技術のルーツとして、甲斐絹は遺伝子のよ
うに、形をかえて脈々と息づいています。

2,「郡内縞と文学」

日時  10月 12日 (土)14:00～
講師 山口恭子 先生

(都留文科大学非常勤講師)

甲斐絹は、「郡内絹J「郡内縞」などとして、江戸時代の文学
作品のなかにも登場します。これは、甲斐絹の存在が当時の
読者にも広く知られていたことを意味しますが、企らにそれらと _

注意深く眺めてみると、「郡内絹」「郡内縞」という言葉が作品
のなかで担っている役割も見えてきます。

当日のご来場者に冊子を贈呈じます:!!11■ ■


